
 
 

火災を大きくしないためにも、すばやく消火することが大切です。 
一般的には、炎が天井付近に達するまでは、消火器で消すことがで

きます。 
万一のためにも消火器は、いつでも使えるところに置いておきまし

ょう。 
 

 

 
１．安全栓を引き抜く 
２．ホースをはずし火元に向ける 
３．レバーを強くにぎる 
 
※ 総務省消防庁 HP より引用(https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/suisin/post2.htm) 
 

【問合せ先：北消防署予防課 橋本・原 電話 011-737-2100】 


